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Eco Opera ! シンポジウム　学生レポート
2011 年６月に立教大学と東京芸術劇場の連携協定が締結され、当研究所（当時・ESD研究センター）の企画・運営で記念






　2012 年７月 10 日に立教大学池袋キャンパスにて Eco 
Opera ! シンポジウム「“西池袋”を刺激する！ part ２ ─豊
島区制施行 80 周年で西口公園が変わる─」が開催されま






















明 が あ り ま し
た。大道芸のパ
フォーマンスを
劇場前で行うな
ど、多くの人に
劇場を身近に感
じてもらえるよ
うな催しを計画
しているそうで
す。
　高野区長は西
口駅前広場の完
成を例に挙げ、
行政の立場から
も引き続き「西
池袋を歩きたい」と感じさせる地域づくりに取り組んでい
くことを表明しました。石森理事長からは池袋西口公園の
緑化の詳しい内容について説明があり、西池袋の地域づく
りには植物や自然が不可欠であるという話もありました。
　西原副総長からは、大学として地域密着型の教育を推進
していきたいという話があり、学生が西池袋に関わること
ができる授業を増やしていく可能性が提示されました。ど
のパネリストの発言からも「この地域づくりを一過性のも
ので終わらせない」という意気込みが感じられ、参加者側
も熱心にメモを取っていました。
　最後の質疑応答では、地元の方から西池袋に昔からある
道祖神を西口駅前で紹介して、西池袋を訪れた人が「もっ
と西池袋を歩きたい」と思えるような仕組みをつくっては
どうかという地域づくりのアイディアが示され、それが前
向きに検討された場面が印象的でした。多くの人を巻き込
んで、未来の西池袋の姿が少しずつ決まっているのだと感
じました。また、今回のシンポジウムには西池袋以外の地
域に住んでいる方や他大学の学生も参加しており、今まさ
にここで始まっている「地域づくり」に西池袋内外から強
い関心が向けられていることに気づかされました。
　今回のシンポジウムに参加して、話を聞いているだけで
胸が躍るような地域づくりが自分のすぐ側で行われている
ことに驚き、感動しました。パネリストの方々も「ぜひ立
教生の声を地域づくりに反映したい」とおっしゃっていた
ので、今後もこの地域づくりに積極的に参加し、学生なら
ではのアイディアを提案していきたいです。
（※初出は大学公式サイト「講演会レポート」〈2012 年度〉
http ://www.rikkyo.ac.jp/feature/lecture_report/）
石黒乃利帆（文学部文学科文芸思想専修　2012 年度卒業生）
